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標
高
抑

m
の
大
洲

⑨
八
多
喜
・
田
の
久
保
地
区

市
街
地
の
北
、
壷
神
山
の
中
腹
斜
面

に
広
が
る
の
が
田
の
久
保
地
区
で
す
。

す
ぐ
北
は
、
長
浜
町
の
大
平
地
区
に
隣

接
し
て
い
ま
す
。

昔
、
こ
の
地
区
は
、
羊
を
飼
っ
て
い

る
人
が
多
か
っ
た
の
で
羊
山
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
が
、
山
の
奥
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
の
で
、
回
の
久
保
に
変
え

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
、
か

な
り
山
の
奥
の
谷
ま
で
田
を
耕
作
し
て

い
ま
し
た
。

現
在
こ
の
地
区
に
は
、
十
五
世
帯
五

十
九
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
大
半
が

兼
業
農
家
で
、
稲
、
栗
な
ど
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

長浜町に隣接している田の久保地区。
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(2) 

市
議
会
議
員
選
挙

わ
た
し
た
ち
の
代
表
別
人
決
ま
る

おおず

4 
年
間

よ
ろ
し
く
願
い
ま
す

広報

任
期
満
了
に
伴
う
大
洲
市
議
会
議
員
の
選
挙
が
十
月
二

日
(
土
)
行
わ
れ
ま
し
た
。
九
月
二
十
二
日
告
示
さ
れ
、

定
員
二
十
四
人
に
対
し
二
十
五
人
が
立
候
補
し
、
十
月
一

固
ま
で
の
十
日
間
、
激
し
い
選
挙
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た。
十
月
二
目
、
午
後
七
時
四
十
五
分
か
ら
大
洲
南
中
で
即

日
開
票
の
結
果
、
二
十
四
人
の
新
し
い
議
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。

大洲市民憲章

10月2日の市議会議員選挙の当票。
〈大洲第3、社会教育センター〉

わ
た
し
た
ち
の
最
も
身
近
な
政
治
を

任
せ
る
人
を
選
ぶ
大
洲
市
議
会
議
員
選

挙
は
、
十
月
二
日
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
、
市
内
二
十
六
か
所
で
投
票

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
九
月
二
十
二
日
に

告
示
さ
れ
、
同
日
、
定
数
二
十
四
人
に

対
し
二
十
五
人
の
立
候
補
が
あ
り
、
か

つ
て
な
い
少
数
立
候
補
者
に
よ
る
選
挙

と
な
り
ま
し
た
。

十
月
二
日
、
午
後
七
時
四
十
五
分
か

ら
大
洲
南
中
屋
内
運
動
場
で
即
日
開
票

が
行
わ
れ
、
午
後
十
一
時
前
に
二
十
四

人
の
新
し
い
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
議
員
の
内
訳
は
、
現
職
二
十
↑
入
、

元
議
員
一
入
、
新
人
二
人
で
す
。
ま
た
、

党
派
別
で
は
、
自
由
民
主
党
十
八
人
、

日
本
社
会
党
二
人
、
公
明
党
一
人
、
日

本
共
産
党
一
人
、
無
所
属
二
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

当
日
の
有
権
者
数
は
、
二
万
八
千
十

五
人
、
投
票
総
数
は
二
万
三
千
二
百
五

十
二
人
で
投
票
率
は
八
三
・
0
0
%

(
前
回
九
一
・
五
二
%
)
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
わ
た
し
た
ち

の
代
表
と
し
て
市
政
の
場
で
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

わ
た
く
し
た
ち
も
、
一
票
を
投
じ
た
責

任
に
お
い
て
、
二
十
四
人
の
議
員
の
活

動
を
見
守
り
た
い
も
の
で
す
。

大
洲
市
議
会
議
員
選
挙
開
票
結
果

(
選
管
最
終
、
定
数
拡
)

当
一
、
四
四
七
票

当
一
、
三
三
四
票

当
一
、
三
二
七
票

当
一
、
二
二
九
票

当
一
、
二
九
九
票

当
一
、
二
一
九
票

当
一
、
一
二
三
票

当
一
、

O
三
一
一
票

当
一
、

O
二
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票

当
一
、

O
二
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当
一
、

O
一
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当
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八

八
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当
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七

四

票

当
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八

三

票

当

八

二

九

票

当

七

九

九

票

橋
本
猶
範

宇
都
宮
敏
伯

米
沢
忠
重

竹
田
豊
記

二
宮
義
邦

大
森
隆
雄

木
元
秋
輝

西
田
善
生

久
保
幸
一

亀
岡
利
彦

金
野
福
夫

上
田
安
範

小
泉
紘
文

往
田
千
鶴
亀

幸
崎
猶
行

黒
田
一
郎

10月2目、午後7時45分より大洲南中学
で行われた開票。

撃か

当

七

五

三

票

大

野

新

策

共

現

当

七

五

二

票

谷

岡

重

夫

自

現

当

七

三

七

票

石
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社
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柳

田

頼

幸

自

現

当

五

七

七

票

稲
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究

明

白

現

当

五

五

四

票

竹

田

伝

自

現

次

一

四

三

票

越

智

鹿

推

無

新

(
按
分
票
は
小
数
点
以
下
切
り
捨
て
)

円
円年

覧
町

が
」
内

な

)

率

(

百
一
京投

自無自白白自白自社自白無自白自公
現現現現現現元現現現現新現現現現

有権者数 投票者数 投票率

男 12、989入 10，461人
80.54% 
(90.40%) 

女 15、026人 12，791人
85.13% 
(92.48%) 

計 I28，015A 123，252人
83.00% 
(9l.52%) 
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い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
立
等
地
域
の
特
性
を
尊
重
し
た
地
域
社

も
と
よ
り
不
敏
な
私
で
ご
ざ
い
ま
す
会
の
実
現
を
阿
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
う
こ
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
受
け
と

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
懸
念
い
た
し
て
め
て
お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
先
輩
各
位
本
市
に
お
き
ま
し
で
も
「
豊
か
で
活

が
築
か
れ
ま
し
た
「
融
和
と
協
調
し
を
力
あ
る
住
み
よ
い
地
域
、
つ
く
り
し
を
日

基
本
理
念
と
し
て
、
こ
れ
を
堅
持
し
、
指
し
つ
つ
、
諸
施
策
が
順
調
に
進
め
ら

忠
実
に
守
り
氷
く
継
承
し
て
ま
い
り
た
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
多
年
の
懸
案

い

と

存

じ

ま

す

。

で

あ

り

ま

し

た

新

庁

舎

建

設

も

い

よ

い

私
は
、
昭
和
四
十
五
年
を
最
初
に
市
よ
着
工
に
向
け
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、

議
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
以
来
そ
の
ほ
か
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

市
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
ご
ろ
市
政
地
方
自
治
の
原
点
に
立
っ
て
円
満
な
る
諸
施
策
も
、
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
お

進
展
の
た
め
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
議
会
運
営
を
基
本
と
し
た
、
市
民
生
活
り
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
ご
同
慶
に

い
た
だ
き
心
か
ら
戚
諦
申
し
上
げ
ま
す
。
優
先
へ
の
施
策
を
一
層
強
化
し
、
必
要
た
え
ま
せ
ん
。

さ
る
十
月
二
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
不
可
欠
な
諸
施
策
の
積
極
的
な
推
進
を
今
後
に
お
き
ま
し
で
も
、
私
た
ち
議

。
一
市
議
会
議
員
選
挙
後
初
の
市
議
会
に
お
図
っ
て
い
く
こ
と
が
最
も
大
切
で
み
る
決
機
関
は
、
皆
様
の
ご
要
望
に
こ
た
え

る
一
き
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
議
長
の
要
職
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
る
た
め
、
執
行
機
関
と
子
を
た
ず
さ
え

け
一
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
身
ご
承
知
の
と
お
り
私
た
ち
地
方
議
会
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

三
に
あ
ま
る
光
栄
と
存
ビ
、
衷
心
よ
り
感
を
と
り
ま
く
社
会
経
済
情
勢
は
、
国
の
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
切
に

引
一
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
更
な
が
ら
責
務
財
政
再
建
と
い
う
命
題
の
も
と
に
行
政
わ
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ι一
の
重
大
き
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
微
改
革
の
遂
行
が
焦
眉
の
的
と
な
っ
て
い
こ
こ
に
就
任
に
あ
た
り
所
懐
の
一
端

養
一
力
な
が
ら
最
善
を
尽
し
職
務
の
遂
行
に
る
極
め
て
厳
し
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。
を
申
し
述
べ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

教
一
あ
た
る
べ
く
、
心
を
新
た
に
い
た
し
て
こ
の
よ
う
な
中
で
真
の
地
方
分
権
の
確
ま
す
。

}
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…
正
副
議
長
の
就
任
ご
あ
い
さ
つ
一
!

l

l

大
洲
市
議
会
副
議
長
今
回
、
は
か
ら
ず
も
皆
様
の
ご
推
挙
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
向
を
的
確
に

い
た
な
き
、
市
議
会
副
議
長
に
選
ぱ
と
ら
え
、
一
議
会
に
反
映
さ
せ
H

豊
か
で

往
田
千
鶴
亀
4
t

れ
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
う
え
も
な
い
活
力
あ
る
住
み
よ
い
地
域
守
つ
く
り
u

実

光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
現
の
た
め
全
力
を
傾
注
し
、
こ
の
職
責

そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
を
全
う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お

り

ま

す

。

皆

様

の

絶

大

な

る

ご

支

援

、

ご

ベ

ん

幸
い
に
い
た
し
ま
し
て
、
す
ぐ
れ
た
た
つ
を
賜
り
ま
す
よ
う
ム
お
願
い
申
し
あ

稲
葉
議
長
の
も
と
、
議
会
が
、
公
正
に
げ
ま
し
て
、
副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

し
か
も
円
満
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
、
つ
と
い
た
し
ま
す
。

及
ば
ず
な
が
ら
誠
心
誠
意
努
力
い
た
し

た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

(4) 

大
洲
市
議
会
議
長

稲

葉

ヲミ
明

おおず広報健康なからだをっくり、

臨
時
市
議
会

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る

議
長
に
稲
葉
氏
、

十
月
二
日
に
投
票
の
行
わ
れ
た
市
議

会
議
員
選
挙
で
当
選
し
た
新
し
い
議
員

に
よ
る
初
議
会
が
、
十
月
六
日
に
聞
か

れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
正
・
副
議
長
、

委
員
会
構
成
な
ど
の
議
会
人
事
が
行
わ

れ
、
議
長
に
稲
葉
青
氏
、
副
議
長
に
往

田
千
鶴
亀
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
事
案
件
一
件
そ
の
他
一
件

の
二
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人

事

案

件

正
・
副
議
長
の
選
挙

市
議
会
議
員
選
挙
に
伴
い
、
新
し
い

正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
議
長
に
稲
葉
育
氏
、
副
議
長
に
往

田
千
鶴
亀
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

両
氏
の
略
歴
は
次
の
と
わ
り
で
す
。

稲
葉
菅
議
長
六
十
歳
当
選
四
回

高
小
卒
、
大
洲
市
養
蚕
農
協
組
合
長
、

伊
予
蚕
糸
連
副
会
長
、
愛
媛
県
養
蚕
連

代
表
監
事
、
市
土
地
改
良
区
総
括
監
事

住
所
H
H
新
谷
甲
六
九
二

往
田
千
鶴
亀
副
議
長
六
十
五
歳
当

選
三
回
。
高
小
卒
、
民
生
委
員
、
農
業

委
員
、
区
長
、

P
T
A
会
長
、
現
自
民

党
大
洲
支
部
幹
事
長
。

住
所
l
稲
積
八

O
二
番
地

副
議
長
に
往
田
氏

今
回
の
議
会
で
、
大
洲
市
議
会
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
、
四
つ
の
A
庄
吾
貝
会

が
三
つ
の
常
任
委
員
会
に
整
理
統
合
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員
の
任
期

が
一
年
か
ら
二
年
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
各
委
員
会
委
員
の
改
選

(
O委

員
長
、
。
副
委
員
長
)

総
務
商
工
委
塁

T
O亀
岡
利
彦
♀
子

都
宮
敏
伯
西
田
善
生
二
宮
義
邦

尾
崎
寿
喜
男
橋
本
猶
範
幸
崎
猶
行

米
沢
忠
重

建
設
農
林
委
員
会

O
竹
田
伝

O
押
田
貞

義
大
森
隆
雄
黒
田
一
郎
大
野
新

策
小
泉
紘
文
金
野
福
夫
稲
葉
育

厚
生
文
教
委
員
会

O
木
元
秋
輝

O
谷
岡

重
夫
石
村
朝
雄
久
保
幸
一
竹
田

豊
記
往
田
千
鶴
亀
柳
田
頼
幸
上

目
安
範

大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
議
会
議
員

久
保
幸
一
押
田
貞
義
亀
岡
利
彦

幸
崎
猶
行

大
洲
肱
川
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会

議
員
宇
都
宮
敏
伯
竹
田
豊
記
谷

岡
重
夫
竹
田
伝
橋
本
猶
範

大
洲
市
、
喜
多
郡
長
浜
町
外
四
か
町
村

組
合
議
会
議
員
金
野
福
夫

八
慣
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏
組

合
議
会
議
員
米
沢
忠
重

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
大
森
隆
雄

監
査
委
員
の
選
任

尾
崎
寿
喜
男
(
春
賀
・
五
十
八
歳
)



おおず

111月2--5日

広報

[大洲秋まつり
豊かな郷土と家庭を築く生産に励み、(5) 

みんなで参加する

“おまつり村"

実
り
の
秋
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
恒
例
の

η

第
話
回
大
洲
商
工
ま
つ

り
H

が
、
今
年
も
十
一
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
、
市
内
各
地
で
に
ぎ
や

か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
、
好
評
の

H

ね
り
こ
み
羅
漢
ば
や
し
山
を
一
層
充
実
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
/
お
ま
つ
り
村
υ

を
旧
北
中
グ
ラ
ン
ド
に
開
設
し
、

市
内
一
杯
に
お
祭
り
ム

i
ド
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
愛
媛
県
産
品
ま
つ
り
も
旧
北
中
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

主芋お
ま
つ
り
村
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
前

の
旧
北
中
グ
ラ
ン
ド
で
三
日
に
聞
か
れ

ま
す
。

H

見
直
そ
う
大
洲
の
祭
り
、
参

加
し
よ
う
み
ん
な
の
祭
山
の
統
一
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
今
年
よ
り
大
洲
市

青
支
五
議
所
が
中
心
に
な
っ
て
お
祭

り
ム

l
ド
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

大
洲
地
方
の
昔
か
ら
の
内
お
祭
り
H

の
イ
メ
ー
ジ
を
再
現
し
、
出
庖
や
人
通

り
で
に
ぎ
わ
っ
た
H

地
域
の
お
祭
り
ω

1年¥川崎 ハ J

昨年の「ねりこみ羅漢ばやし」

を
知
ら
な
い
子
供
達
に
味
わ
っ
て
も
ら

お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
舞
台
を
つ
く
り
、
地
域
の
伝

統
芸
能
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

H

お
ま
つ
り
村
H

は
、
市
民
の
子
守
つ

く
り
の
広
場
と
し
て
聞
か
れ
ま
す
。
お

年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
「
ま
た
、
来
年

も
し
と
期
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
様

様
な
催
し
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で

み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ

と

き

十

一

月

三

日

目

時

1
口
時

と
こ
ろ
大
洲
市
若
宮
旧
大
洲
北
中

グ
ラ
ン
ド
(
保
健
セ
ン
タ
ー
前
)

催
し
レ
l
シ
ン
グ
大
会
、
金
魚
す
く
い
、

わ
た
菓
子
、
紙
芝
居
、
綱
引
き
、
輪

投
げ
、
オ
ハ
ジ
キ
大
会
な
ど
多
数
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ん
が
大
会
(
ド

ク
タ
ー
ス
ラ
ン
プ
あ
ら
れ
ち
ゃ
ん
・

ダ
ッ
シ
ュ
勝
平
ほ
か
)

一
宇
嚢
媛
壌
産
轟
蚕
耳
鳴
き
堅
持
一

大
洲
ま
つ
り
期
間
中
の
十
一
月
二
日

か
ら
四
日
ま
で
、

H

第
六
凶
南
予
地
区

愛
媛
県
産
品
ま
つ
り
ο

が
、
旧
北
中
体

育
館
の
特
設
γ

会
場
で
聞
か
れ
ま
す
。

県
産
品
を
県
民
の
み
な
さ
ん
に
知
つ

て
も
ら
い
愛
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
聞
か
れ
る
こ
の
ま
つ
り
に
は
、
南

予
を
中
心
に
愛
媛
県
各
地
か
ら
出
品
さ

れ
、
展
示
、
即
売
さ
れ
ま
す
。

と
き
十
一
月
二
日

1
四
日

と
こ
ろ
大
洲
市
若
宮
旧
大
洲
北
中

体
育
館
(
保
健
セ
ン
タ
ー
横
)

V
展
示
コ
ー
ナ
ー

V
即
売
コ
ー
ナ
ー
(
試
飲
、

試
食
あ
り
)

V
観
光
コ
ー
ナ
ー
(
写
真
・

千雀

ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
展
示
)

V
利
き
酒
大
会

み
な
さ
ん
の
お
こ
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
洲
商
工
ま
つ
り
期
間
中
に

例
年
ど
お
り
、
菊
花
展
、
観
光
展
、
書

道
展
、
文
化
展
、
市
民
音
楽
祭
、
子
供

み
こ
し
、
そ
し
て
、
商
工
ま
つ
り
の
メ

イ
ン
行
事
H

大
洲
ば
や
し
山

H

ね
り
こ

み
羅
漢
ば
や
し
υ
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
間
中
の
行
事
は
表
の
と
お
り
で
す
。

しり行事表
日 H主 刻 1T 事 f易 所

2 (火) 11.00 商工まつり閉幕式、神事 会議所二階会議室

2 (火) 12.00~ 商庖街、宣伝車パレード 市、郡内近郊一円

29(金)~4(木) 9.00~18.00 菊花展 大枠H駅目IJ市駐車場
2 (:k.)~ 4t木) 9. 30~ 17.30 愛媛県産品まつり(南予地区) 旧大洲北中学校体育館

4ン '" 観光展 // 

イシ // 書道展 ん

2 (火)~4(木) 9.00~18.0。 植木市即売 旧北中跡グランド

3 (;J() 9. OO~ 17.00 メ化展 中央公民館

3 (水) 13.00~20.00 市民音楽祭 市民会館大ホ ル

3 (水) 10.00~12.00 子供みこし 市中

3 (;]く) 12.00~15.0。 八幡神社:6'ねり 市中

3 (7]() 1O .00~ 17.00 おまつり村 旧北中跡グランド

3 (;J() 13 .OO~ 16.00 ねりこみ羅漢ばやし 市中

3休) 13.00~17 .00 Iちびっこまんが映画劇場 おまつり村!日北中体育館

3 ('Jo 13.30~15.00 ふるさと芸能大会 肱北河原緑地公園

ヲ(l]() i 14.30~16.00 大川lばやし 市中、緑地公園

5 (金) 9. 30~ 15.00 親善ゴルフ大会 大洲ゴルフ場

つ洲秋ま丈
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(大洲市職員の給与等の公表〉

おおず広報

大洲市職員の給与等を次のとむり公表します。

大洲市の職員給与費の状況を次のとおり公表します。

① 人件費の状況(普通会計決算)

人件費率:f牛
B
 

費人安百
一 A

出歳人口 (57年 3月31日)

21.4% 20i意2，641万円94億6，892万円 l39.436人

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬ちを台みます。

職員給与費の状況(普通会計予算)

l天分 職員数
与 費 l人当 B

期末勤勉手当| 計
たりー

A 給 料 職員手当 B 給与費 A
ト一一

4億町円 1
1怖川円川円57年度 418人 引き7噌091万円 l(意l可596万円

② 

職員 F当は、退職子さ'iを除きますわ
給与費は 8月補正後の予算に計 f-_された官員です、

(ィ主) 1. 

2 

一殻行政職の経験年数別・学歴別

平均給料月額の状況
(57年4月]日現在)

⑨ 

大学卒

高校卒
192，767 

ノ 209，177
164.425 ~目

~ 

-〆 164.486
125.050 

340.0義〆τ可

一般行政職の平均給料月額及び

平均年齢の状況 (57年4月1日現在)

lーっ|川比 l

l. 207，160円 l二
1 

③ 

白

一

-

一

-

一

ム

一

一

j
7
4
J
4
J
一〕

}ノペ

τノ
下

/

づ

ノ

ιλ

ハU
F
h
D

ハU

に
D

n

u

『
υ

つ
ム
つ
μ

1

1

1

i

へ
一
日
イ
ユ
-
4
1五
日
'

'v
中
京
t
I
f
z
'失
H

乙
弓
ソ
一
二
ム
ロ

π寸
V
ハ
h
H
l
h
附
問

一
平
均
給
料
月
額

国

経験年数

経験年数は、卒業後直ちに採用きれた場合

ii採用後の年数です。

給料月額は、経験年数の各階層に該当する

職員の平均です。

20 
年

日
年

9
年

(汁J 1 

2 

印
字

40 
才

30 
才

お
才

日
万

5
J
 

I

J

 

20 
万

25 
h 

職員の初任給の状況 (57年4月1日現在)

大 iJ↑| 市 国
氏 分

採用2年経過日 採用2年経過日宇万イ壬系合
給 料 害H/百、

手万 f壬車合
給 手斗 ミH主/百、

大学卒 101，900円 112，600円 101，900円 112，600円
一一般行政職

三日吉3一イ去「λ三て一ヌ「うr 85，900fTj 91，500円 85，900円 91，500円

⑨ 

(i主)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。



同一団
地
方
公
務
員
の
給
与
と
等
級

地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
地
方
公
務

員
法
で
給
与
を
決
め
る
三
原
則
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば

1
、
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
個
々
の

職
員
の
職
務
内
容
に
応
じ
た
も
の

(
職
務
給
の
原
則
)

2
、
国
お
よ
び
民
間
の
給
与
水
準
に
準

じ
た
も
の
(
均
衝
の
原
則
)

門口1
i
 

日川1
 
1
 
年巧/

亡ー
υ和

刀
口日おおず広報(7) 

一般行政職の等級別職員数の状況(57年4月1日現在)⑥ 

1.3% 

7.9% 

部長4人

課長 24人

持 l等級主事補・技師補 7人 2.3%6等級

3等級
係長
115人
37.8% 

3
、
法
律
や
労
使
聞
の
交
渉
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
当
該
団

体
の
条
例
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
の
場
合
、
一
般
行
政
職
の
給

料
は
、
そ
の
職
務
と
責
任
の
程
度
に
応

ビ
て
、
七
等
級
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す

そ
の
構
成
比
な
ど
は
、
⑥
の
と
お
り
で

す。

(ィ主) 1. rnの給与条例に基づく給料の等級区分による職員数です。
2 職務の名手主は、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

職員手当の状況

区 分
大 が'l'I 市 国

(56年度支給割合) (56年度支給割合)

支 高合 其月 其月 末 勤 勉 共月 末 勤 勉

期末・勤勉 6 月 兵月 l.4月分 0.5月分 l.4月分 0.5月分

子 当 12 月 期 l.9月分 0.6月分 l.9月分 0.6月分

3 月 其月 0.5月分 一一月分 0.5月分 一一月分

計 3.8月分 l.1月分 3.8月分 l.1月分

(支 給 率) 自己都合 勧 奨 自己都合 勧 奨

最高限度額 60月分 67.5675月分 60月分 67.5675月分

勤続 20年 2l.0月分 30.7125月分 2l.0月分 30.7125月分
卜一一一一一一{

退職子当 勤続 30年 41.25月分 57.915月分 41.25月分 57.915月分

勤続出年 48.125月分 67.5675月分 48.125月分 67.5675月分

1人当支た給り 3，951千円 14，777千円平均 額

守〕

(i1o)退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

特別職の報酬等の状況 (57年4月1日現在)

区 分 給料月額等 区 分 56年度支給割合

小J八口

市 長 657，000円 市 長
6月其月 l.4月分|計

1'4 
E力 ィ受 517，000円 其月 助 役 12月其月 1.9月分 3.8月分

収 入 f支 449，000円 末 収 入 役
3月其月 0.5月う子

幸長
J義 長 288，000円 子 言義 長

6月其月
高リ 議 長 244，000円 当 面リ 主義 長 12月其月 l.9月分 3.8月分

酬
主義 員

3月其月 0.5月ラテ
議 員 222，000円

⑧ 



(8) 

育
成
園
横
の
宅
地
(
孔
区
画
)
を
分
譲

おおず

000000  

大
洲
住
宅
協
会
で
は
、
市
木
(
ふ
た
ま
た
団
地
・
大
洲
育
成

園
横
)
の
宅
地
四
十
一
区
画
を
次
の
要
領
に
よ
り
分
譲
い
た
し
ま

す。
ご
希
望
の
人
は
、
分
譲
地
に
立
て
て
あ
り
ま
す
面
積
、
金
額
な

ど
の
表
示
板
を
ご
覧
に
な
り
、
受
付
期
間
内
に
大
洲
住
宅
協
会
に

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

000000  

広報自然の美しさを生かし、観光都市づくりにつとめる。

ふ
た
ま
た
団
地

宅
地
分
譲
の
要
領

分
譲
場
所
大
洲
市
市
木
字
平
畑
九
五

一
番
地
二
一
(
)
六
一
一

区
画
面
積

ふ
た
ま
た
団
地
附
近

申
込

日
月
日
日
;
幻
口

百
四
十
九
・
同

O
平
方
日

(
約
四
十
五
・
二
坪
)

二
百
六
十
二
一
・
し
ハ
四
平
方
日

(
約
七
十
九
'
八
坪
)

分
譲
単
価

最
低
平
方
引
当
り
二
万
四
千
九
百
円

(
坪
当
り
約
八
万
二
千
円
)

最

高

平

方

U
当
り
二
万
七
千
円

(
坪
当
り
八
万
九
千
百
円
)

申
込
の
方
法

大
洲
住
宅
協
会
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
の
う
え

申
込
者
本
人
の
住
民
票
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

申
込
者
は
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
備

え
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
白
ら
居
住
す
る
住
宅
を
建
設
す
る
た

め
宅
地
を
必
要
と
す
る
人

②
分
譲
代
金
を
所
定
の
期
日
ま
で
に
支

払
う
こ
と
の
で
き
る
人

③
大
洲
市
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が

あ
る
人

一
V
A
L
い

i
一

最
大

@
中
込
時
に
満
一
一
十
歳
以
正
の
人

宅
地
の
分
譲
条
件

gt地
の
売
買
契
約
締
結
の
日
か
ら
二
一

年
六
か
月
以
内
に
住
宅
を
建
設
し
、

居
住
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
八
刀
一
識
を
受
け
た
宅
地
を
他
人
に
譲
渡

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

③
売
買
契
約
締
結
の
日
か
ら
同
年
間
の

買
戻
し
権
っ
き
特
約
登
記
を
い
た
し

ま
す
。

代
金
の
支
払
方
法

・
売
一
只
契
約
締
結
と
同
時
に
代
金
の
一
一

O
M
m相
当
額
を
納
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

-
残
金
は
三
十
日
以
内
に
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

抽
せ
ん
な
ど

山
申
込
み
は
、
希
望
す
る
宅
地
番
号
の

一
区
画
だ
け
申
込
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
も
し
、
一
区
画
に
二
人
以
上
の

申
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
区

画
の
申
込
者
間
で
抽
せ
ん
を
行
い
決

定
し
ま
す
。

間
契
約
は
期
日
を
定
め
て
行
い
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
大
洲
住
宅

協
会
(
旧
公
会
堂
一
階
都
市
整
備
課

内
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
8
2
、
2
8

3
直
通
告
④
7
1
1
2

ふたまた団地位置図
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ふたまた団地区画平面図

分割明細図

「
ー引
叫則
」



おおず広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

[税を知る週間 11 月 11 日 ~1?日

豊かな生活
暮らしの中に生きている税金

。

私
た
ち
が
豊
か
な
生
活
を
送
り
、
住
み
よ
い
町

を
つ
く
る
た
め
に
税
金
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
、
公
立
学
校
の

建
設
、
道
路
、
下
水
道
や
ゴ
ミ
の
処
理
な
ど
|
。

こ
の
よ
う
に
幅
広
い
分
野
で
役
立
っ
て
い
る
税

金
は
、
私
た
ち
が
安
定
し
た
生
活
を
望
む
と
き
、

社
会
の
一
員
と
し
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
会
費
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
聞
は
「
税
を
知
る

週
間
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
税
金
と
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
は
税
金
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
関
心
を
お
持
ち
で
す
か
?

総
理
府
の
世
論
調
査
(
昭
和
五
十
六

年
十
月
調
査
)
に
よ
り
ま
す
と
、
約
七

O
M
m
の
入
が
自
分
の
負
担
す
る
税
金
や

税
金
の
使
わ
れ
方
、
仕
組
み
な
ど
に
関

心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
は
意

外
と
分
か
り
に
く
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
に
国
や
地
方
公
共
団
体

は
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

(9) 

税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
大
切
な

財
源
と
な
っ
で
い
ま
す
。
ま
た
、
税
金

は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
か
か
わ
り
あ
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
身
近
な
税
金
に
つ

い
て
、
そ
の
仕
組
そ
や
使
い
み
ち
な
ど

を
み
な
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
十
一
月
十
一
日
か
ら

十
七
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
税
を
知
る

週
間
し
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を

全
国
的
に
幅
広
く
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

税
務
相
談
を

A
コ
I
プ
お
お
ず
底
で
開
設

「
災
害
で
家
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

税
の
減
免
子
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
」
と
か
「
土
地
を
売
っ
た
が
脱
会

の
申
告
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
」

な
ど
、
税
金
の
こ
と
で
お
悩
み
の
人
は

お
、
勺
れ
ま
せ
ん
か
。

H

税
を
知
る
週
間
山
中
の
十
一
月
十

一
一
日
に
税
務
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費

用
は
無
料
で
す
。

と
き
十
一
月
十
二
日

十
時
1
十
五
時

A
ゴ
l
プ
わ
お
ず
日

二
階
ホ
!
ル

と
こ
ろメ

イ
コ
の
く
ら
し
と
税
金

国
税
庁
で
は
、
十
月
か
ら
「
メ
イ
ゴ

の
く
ら
し
と
税
金
」
と
い
う
題
名
で
、

毎
週
土
曜
日
に
テ
レ
ビ
放
送
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
番
組
は
、
私
た
ち
に
特
に
関
係

の
深
い
税
金
を
テ
l
マ
に
、
女
優
の
中

村
メ
イ
コ
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
と
司
会
で

税
の
仕
組
み
ゃ
税
金
の
使
わ
れ
方
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

放
送
時
聞
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

放
送
局
テ
レ
ピ
愛
媛

(
U
H
F
)

放
送
日
時
十
時
半
か
ら
十
五
分
間

日・

6

生
命
保
険
金
を
受
け
取
っ
た

と
き

お
酒
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
末
調
整

1
i

ハU

1
ょ

っ

心

1
よ

門

/

T

i

q

〆
U

日
月
げ
日

i
m印
日

ロごりふ

住みよい町

十
一
月
十
七
日
、
十
八
日
、
十
九
日

の
て
百
問
、
「
昭
和
五
十
七
年
度
全
国
物

価
統
計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
は
、
肱
南
と
肱
北
・
喜
多
地
医

の
二
調
査
区
の
高
山
と
そ
の
地
区
内
外

の
大
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
で
二
十
万
の
出

舗
を
対
象
と
し
て
行
う
も
の
で
、
物
価

調
査
と
し
て
は
大
規
模
な
調
査
で
す
。

第
一
同
調
査
は
昭
和
四
十
一
年
に
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
同
十
六
年
、
四
十
九
年
、

五
十
一
一
年
と
実
施
さ
れ
、
今
回
の
調
査

は
丘
回
目
に
当
り
ま
す
。

調
査
は
、
私
た
ち
の
消
費
生
活
k
重

要
な
支
出
の
対
象
と
な
る
商
品
の
販
売

価
格
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
料
金
な
ど
に
つ

い
て
、
地
域
別
、
民
舗
の
形
態
別
、
取

引
段
階
別
な
ど
に
そ
の
実
態
を
把
握
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策
や
経

済
計
画
の
企
画
し
羊
菜
、
物
価
対
策
な
ど

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
に
か
け ?勿 filf1副司角 1た íítlllK~JJを

て
、
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
へ
の
協

力
を
依
頼
し
、
調
査
票
の
配
布
お
よ
び

収
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
わ

願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
総
務
財
政
課
文
書
統

計
係
ま
で
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
0
8

調
査
員
は

調
査
員
証
を
提
示
し
ま
す

現
在
、
社
会
調
査
と
い
う
名
目
で
、

市
場
調
査
、
世
論
調
査
な
ど
多
種
多
様

な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
も
、
一
度
や
二
度
こ
の
よ
う

な
調
査
の
応
対
を
な
さ
れ
た
経
験
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
国
が
実
施
す
る
指
定
統
計
調

査
じ
、
巾
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
訊
査
で
得
た
秘
密
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
厳
守
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
市
で
は
、
各
種
調
査
に
多
く
の
調
査

員
が
従
事
し
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
職

場
を
訪
れ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調

査
を
行
う
時
に
は
、
必
ず
「
愛
媛
県
知

事
任
命
の
調
査
員
証
し
を
携
帯
し
提
示

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
指
定
統
計
調
査
で
調
査
員
証

を
提
示
し
な
い
場
合
が
あ
れ
ば
、
円
調

査
員
証
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
ω

と
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。



物
価
上
昇
に
負
け
な
い
国
民
年
金

ー
八
月
か
ら

4
%
ア
ッ
プ
|

国
民
年
金
の
保
険
料
を
毎
月
納
め
て
ス
テ
ム
で
す
。

も
、
将
来
年
金
を
受
け
る
時
ど
う
な
っ
例
え
ば
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
物
価

て
い
る
だ
ろ
う
1
1
1
?」
が

四

・

O
%の
上
昇
率
で
あ
っ
た
の
で
、

最
近
こ
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
が
増
昭
和
五
十
七
年
度
に
支
払
わ
れ
る
年
金

え

て

き

て

い

ま

す

。

も

四

・

O
%増
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
不
安
は
当
然
の
こ
と
で
ま
た
、
数
年
毎
に
、
生
活
水
準
の
向

す
。
今
の
五
万
円
と
二
十
年
、
三
十
年
上
な
ど
に
見
合
わ
せ
て
、
年
金
制
度
全

後
の
五
万
円
で
は
、
金
額
が
同
ど
で
も
体
を
見
直
し
て
、
年
金
を
引
上
げ
る
シ

価
値
が
ま
っ
た
く
違
う
か
ら
で
す
。
ス
テ
ム
も
あ
り
、
年
金
は
実
質
価
値
が

こ
の
不
安
に
こ
た
え
る
た
め
に
導
入
低
下
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
れ
た
の
が
、
年
金
の
「
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
」
で
す
。
こ
れ
は
、
物
価
が
上
昇

し
た
分
だ
け
年
金
も
上
が
る
と
い
う
シ

}
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ーし
守

1
4(
 

おおず広報I奇い教養を身につける。健康なからだをつくり、

は
八
月
か
ら
、
福
祉
年
金
は
九
月
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
年
金
は
、
物
価
上
昇
に
よ
る
改

正
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
拠
出
年
金
と

ほ
ぼ
同
率
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た。
改
定
額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
市
民
課
国
民
年
金
係
へ

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
9
5

国
民
年
金
相
談
所
を
開
設

八
月
か
ら
四
%
ア
ッ
プ

国
民
年
金
に
関
す
る
相
談
所
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。

日
時
日
月
但
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

(
二
階
市
民
課
前
)

松
山
社
会
保
険
事
務
所
係
官

改
正
さ
れ
た
給
付
額
は
、
拠
出
年
金

円
口

y，
コ
ヰ
寸
、

ふ
か
!
一
一
=
=
R
E
E
E

改正された国民年金の月額

給 付 の 種 類 現行(月額) 改正(月額)

拠 25年納付 45，275円 47，125円

金年出 老齢年金 10年年金 28，625円 29，792円

( 5年年金 24，367円 25，358円
日目
和 1 級 56，325円 58，625円
57 障害年金
年 2 級 45、058円 46，900円8 
月 母(準母)と
実 母子 子l人わの場合
施 準母子年金 子加算月 60，058円 61，900円
) 

(母15，000円含

遺児年金 子l人の場合 45，058円 46，900円

福 扶養義務者の年収
祉 6人世帯が 600万 24，000円 25，100円

金年 老齢福祉年金
円未満の場合

同じく 600万円以上
Btl 876万円未満の場合 23，000円 23，300円
和
57 l 級 36，000円 37，700円年 障害福祉年金

2 級 24，000円 25，100円月
実 母子・準母子 子らが施
福祉年金 1人の場合 31，200円 32，700円

哲さん西山

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
新
谷
・

矢
落
川
か
ら
多
数
の
土
器
片
が
出
土

し
て
い
る
の
を
聞
き
、
七
月
初
旬
よ

り
採
取
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
八
月

十
五
日
に
矢
落
川
の
稲
田
橋
下
流
約

二
百
日
の
河
床
で
、
弥
生
時
代
(
紀 65歳

発
生
し
、
進
歩
変
化
し
た
も
の
と
考
一

え
ら
れ
ま
す
。
土
砂
の
堆
(
た
い
)
一

積
は
、
肱
川
本
流
よ
り
も
そ
乃
支
流
一

が
早
く
、
矢
落
川
、
久
米
川
流
域
は
一

早
い
時
期
に
落
ち
着
い
た
と
考
え
ら
…

れ
ま
す
。
私
は
、
地
元
の
人
の
話
し
、
一

古
代
史
を
研
究
す
る
先
輩
の
話
な
ど
一

か
ら
矢
落
川
に
注
目
し
て
い
ま
し
た
。
叩

ま
た
、
種
々
な
こ
と
を
総
合
し
て

考
え
れ
ば
、
大
洲
盆
地
に
は
、
縄
文

時
代
の
終
末
期
か
ら
人
々
が
生
活
し

て
い
た
と
、
私
な
り
に
推
定
し
て
い

ま
す
。

中村

こ
れ
ら
の
こ
と
を
証

明
す
る
素
晴
ら
し
い
一
も

の
が
、
大
洲
盆
地
の
ど

こ
か
に
眠
っ
て
い
る
の

h

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

に
d

す
。
早
い
時
期
に
そ
れ

¥
二
ら
を
確
認
し
、
重
要
な

議
鷺
も
の
は
、
大
切
に
保
存

九
一
一
一
す
る
こ
と
を
切
望
し
ま

吹
い
山
一
す
。

周
辺
部
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
し
ょ
う
が
、
文
化
的
見
地
に

立
っ
て
、
文
化
財
の
保
護
も
行
政
サ

イ
ド
で
考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
商
売
を
し
な
が
ら
、
趣
味

と
い
う
よ
り
は
、
内
道
楽
ο

で
考
古
学

の
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
大
洲
に

は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
遺
跡
が
あ

る
の
に
、
考
古
学
を
勉
強
し
て
み
よ

う
と
す
る
人
が
少
な
い
の
は
、
少
し

さ
み
し
い
気
も
し
ま
す
。
若
い
人
が

犬
洲
の
よ
さ
を
理
解
す
る
意
味
で
、

少
し
勉
強
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

矢落川から土器片を発見元
前
三
世
紀
か
ら
紀
元
後
三
世
紀
頃
)

前
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
土
器
片
多

数
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
土
器
片
の

一
つ
に
小
型
銅
鐸
(
ど
7
た
く
)
の
鋳

型
を
作
る
た
め
の
型
枠
と
み
ら
れ
る

赤
褐
色
の
出
土
口
聞
が
あ
り
ま
し
た
。

従
来
、
銅
鐸
文
化
園
は
近
畿
地
方

が
中
心
で
、
愛
媛
は
そ
の
文
化
圏
外

で
し
た
が
、
こ
の
出
土
品
が
鋳
型
で

あ
れ
ば
従
来
の
定
説
を
く
つ
が
え
す

こ
と
に
な
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

大
洲
盆
地
誌
、
肱
川
が
運
ん
で
き

た
土
砂
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
社
会
が



地
区
で
、
子
供
会
、
愛
護
班
、

P
T
A

医
学
の
進
歩
の
た
め
に
ど
う
し
て
も

家

庭

教

育

な

ど

の

研

修

に

ご

利

用

く

だ

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

も

の

の

一

つ

が

さ
い
。
子
供
向
け
の
「
マ
ン
ガ
L

「

劇

映

解

剖

学

で

す

。

画

」

な

ど

を

た

く

さ

ん

用

意

し

て

お

り

白

麦

在

、

自

分

が

死

亡

し

た

場

合

、

ま

す

。

フ

ィ

ル

ム

は

無

料

で

貸

出

を

い

そ

の

遺

体

を

大

学

に

献

納

し

、

医

学

の

た

し

ま

す

。

研

究

や

医

学

生

の

勉

学

に

役

立

て

て

も

映

写

機

も

無

料

で

貸

出

し

て

お

り

ま

ら

う

こ

と

を

承

諾

し

て

、

登

録

さ

れ

た

す

。

た

だ

し

、

映

写

さ

れ

る

人

は

、

当

人

々

の

集

ま

り

で

す

。

現

在

六

百

四

十

視

聴

覚

教

育

の

振

興

を

図

る

た

め

に

セ

ン

タ

ー

で

技

術

講

習

を

受

け

て

認

定

九

人

が

会

員

と

な

っ

て

い

ま

す

。

設
置
さ
れ
て
い
る
N

大

洲

市

立

視

聴

覚

証

を

わ

持

ち

の

人

、

ま

た

は

、

県

視

聴

献

体

と

は

、

医

学

の

進

歩

の

た

め

に

セ
ン
タ
ー
ω

で

は

、

昭

和

五

十

七

年

度

覚

教

育

協

会

発

行

の

視

聴

覚

教

育

研

修

解

剖

す

る

遺

体

を

無

条

件

、

無

報

酬

で

分

と

し

て

十

一

本

の

十

六

ミ

リ

映

画

フ

修

了

認

定

証

を

持

っ

て

お

ら

れ

る

人

に

提

供

す

る

こ

と

で

す

。

ィ

ル

ム

を

購

入

い

た

し

ま

し

た

。

限

り

ま

す

。

申

し

込

み

、

技

術

講

習

会

な

ど

の

わ

い

ま

、

白

麦

E

で
は
、
献
体
へ
の
協

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
マ
は
、

A
7
年
度
購
今
年
度
の
購
入
フ
ィ
ル
ム
は
次
の
と
問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
公
民
館
内
の
大
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
わ

入

し

た

フ

ィ

ル

ム

を

含

め

て

約

二

百

本

お

り

で

す

。

洲

市

立

視

聴

覚

セ

ン

タ

ー

へ

。

知

り

に

な

り

た

い

人

は

、

次

の

所

に

お

の

フ

ィ

ル

ム

を

備

え

て

お

り

ま

す

。

各

・

春

の

汽

笛

(

同

和

教

育

)

日

分

宮

④

3
1
6
1

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

?
伽

000炉。
伊
ゆ
仰
暗

ψの伊ゆ
勿

0000000伊ゆ
@
の
伊

00砂伊
砂
伊
砂

000000伊ゆ
伊
妙
。
。
伊
。

ψ。伊的
。
。
伊
ゆ
伊
O
O
W
O
O伊

000伊ゆ
伊
肘
申
。
伊
ゆ
伊
り

ψ000φ00砂
ψwoo炉。
併
前
伽
沿
伽
吊
伊
旬
伊

00句"
前
向
前
併
前
伽
め
伽
品
研
ゆ
伊
の
納
品
伽
尚
白
吊
伊
ゆ
伊

000000

一

一

帯

一

Ujiji-oils-c

あ
ま
り
変
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
っ
て
も
、
教
育
が
十
分
に
受
け
ら
れ
な
向

肉

離

附

麟

て

手

議

み

ん

な

の

し

あ

わ

せ

を

願

っ

て

ま

た

、

同

和

地

区

の

人

た

ち

に

は

、

い

あ

り

さ

ま

で

し

た

o

一

薄

利

純

泊

刈

咽

勾

樋

お

溜

想

収

w
r
t
n
u

雪

一…日明記……一川
6
、
解
放
令
と
そ
の
後
沼
町
村
即
日
日
正
月
む
町
長
計
十
日
前
日
時
…
福
祉
駅
間
鰐

悼

の

で

、

差

別

と

貧

困

の

実

態

は

ほ

と

ん

続

さ

せ

た

大

き

な

要

因

だ

と

い

わ

れ

て

部

間

明

治

維

新

は

、

日

本

を

急

速

に

近

代

し

、

今

後

は

身

分

も

職

業

も

平

民

同

様

ど

変

化

が

な

く

、

悲

惨

な

生

活

状

態

が

い

ま

す

。

ぬ

け

月

は

雇

用

保

険

的

国

家

に

変

身

さ

せ

る

こ

と

に

成

功

し

ま

た

る

べ

き

こ

と

。

し

と

い

う

解

放

令

が

出

続

き

ま

し

た

。

長

い

封

建

政

治

の

中

で

つ

く

ら

れ

た

間

全

面

加

入

促

進

月

開

門
し
た
が
、
一
.
面
、
社
会
生
活
の
近
代
化
さ
れ
、
部
落
の
人
々
は
い
ち
お
う
制
度
そ
の
上
、
原
料
・
資
源
に
乏
し
い
日
人
々
の
誤
っ
た
考
え
は
、
生
活
の
実
態
的
働
く
人
の
福
祉
の
増
進
と
安
心
し
て

却
が
十
分
で
な
い
素
地
を
残
し
ま
し
た
。
上
の
身
分
差
別
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
本
は
、
安
い
コ
ス
ト
の
商
品
を
つ
く
っ
と
か
か
わ
っ
て
な
か
な
か
消
え
ず
、
そ
間
働
け
る
職
場
ゃ
つ
く
り
の
た
め
に
、
ま
だ

間
四
民
平
等
の
か
け
声
の
も
と
に
江
戸
し
か
し
、
旧
武
士
に
は
公
債
を
与
え
て
外
国
資
本
と
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
れ
が
現
在
も
生
き
残
っ
て
い
る
と
い
う
一
一
一
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
者

向
時
代
の
身
分
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
て
生
活
の
保
障
を
し
ま
し
た
が
、
当
時
、
な
か
っ
た
の
で
、
貧
し
い
農
村
の
低
賃
こ
と
は
、
明
治
以
降
の
百
年
の
問
、
根
取
は
、
こ
の
際
、
も
れ
な
く
加
入
し
ま
し

却
が
、
新
し
く
皇
族
・
華
族
・
士
族
・
平
農
民
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
小
作
農
金
労
働
力
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
本
的
な
解
決
を
図
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
向
ょ
う
。

一
一
民
と
い
う
身
分
区
分
が
で
き
ま
し
た
。
に
は
富
国
強
兵
や
殖
産
興
業
を
図
る
財
差
別
が
貧
困
を
生
み
、
貧
困
か
ら
脱
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
時
詳
し
く
は
、
職
業
安
定
所
、
商
工
会

問
明
治
四
年
八
月
の
大
政
官
布
告
で
、
源
の
負
担
者
と
し
て
重
い
年
貢
を
か
け
し
き
れ
な
い
社
会
状
況
の
中
に
あ
っ
て
(
つ
づ
く
)
知
議
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

一

一

「

え

た

・

ひ

に

ん

な

ど

の

称

号

を

廃

止

た

の

で

、

生

活

の

実

態

は

江

戸

時

代

と

同

和

地

区

の

人

々

は

、

学

校

制

度

が

あ

同

大

洲

公

共

職

業

安

定

所

f
r
i
t
t
j
t
r
i
t
r
i
r
j
j
j
r
j
j
i
r
i
g
t
t
t
r
i
g
g
i
r
o
o
f
j
i
g
s
3
j
j
g
F
5
3
3
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視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
便
り

今
年
度
竹
本
の
怜

附
フ
ィ
ル
ム
購
入

おおず広報)
 
-I
 

/
1
 

-
生
き
方
と
は
(
同
和
教
育
)
品
分

-
青
年
の
愛
と
性
(
青
年
教
育
)
回
分

・
三
世
代
家
族
(
家
庭
教
育
)
回
分

-
十
代
の
非
行
と
親
の
責
任
(
非
行
問

題
)
却
分

-
非
行
少
年
と
呼
ば
な
い
で
(
非
行
問

題
)
加
分

-
や
さ
し
さ
ょ
こ
ん
に
ち
は
(
家
庭
教

育
、
生
活
指
導
)
加
分

・
ま
こ
と
ち
ゃ
ん
の
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ

ん
(
交
通
指
導
ま
ん
が
)
日
分

-
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
(
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
)
泊
分

-
社
子
春
(
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
)
加
分

・
は
だ
か
の
王
様
(
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
)

加
分

献
体
運
動
に

ご
協
力
を

愛
媛
大
学
白
菊
会
よ
り

一T
七
九
一

91110二

字
志
津
川
護

大

学

白

雲

宮

0
8
9
9
6
⑤
5
1
1
1

内
線
2
0
2
1

温
泉
郡
重
信
町
大

年
賀
状
の
準
備
を
/

什
月
5
日
か
ら

年
賀
は
が
き
発
売

年
賀
状
で
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

の
は
、
日
頃
わ
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
、

ご
ぶ
さ
た
し
て
い
る
人
と
心
を
つ
な
ぐ

大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

で
す
。年
末
も
押
し
せ
ま
る
と
何
か
と
気
ぜ

わ
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
準
備

を
し
、
十
二
月
十
五
日
の
引
受
開
始
日

に
は
出
せ
る
よ
う
に
準
備
を
し
た
い
も

の
で
す
。
せ
っ
か
く
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
状
で

す
。
正
確
に
届
く
よ
う
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
あ
て
名
は
正
確
に
書
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

大
洲
郵
便
局



り
で
す
。

大
洲
市
長
表
彰

-
老
人
福
祉
功
労
者

牒
)
-
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
中
村
寿
会
(
代

表
井
上
吉
信
)
柳
沢
楽
寿
会
(
代
表

福
住
繁
雄
)
三
善
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
(
代
表
梶
原
守
)

-
ね
た
き
り
老
人
優
良
介
護
者
長
岡

ト
シ
子
(
菅
田
)
増
岡
フ
ミ
エ
(
藤

縄
)
石
戸
ト
キ
子
(
北
只
)

愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

-
老
人
福
祉
功
労
者
山
崎
久
太
郎
(

柳
沢
)

-
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
八
多
喜
寿
会
第

三
(
代
表
都
築
長
義
)

大
洲
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

高
月
桂
一
(
中
村
)
山
下
満
治
(
五

郎
)
横
田
ナ
ツ
ミ
(
市
木
)
赤
坂

好
春
(
野
田
)
上
田
将
明
(
平
地
)

岡
田
忠
春
(
梅
川
)
坂
本
ヨ
シ
ノ
(

北
只
)
矢
野
幸
利
(
菅
田
)
梶
畠

静
(
菅
田
)
古
谷
勢
馬
(
成
能
)

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
人
は
次
の
と
お
上
田
好
運
(
上
須
戒
)

命
事
革
命
事
善
命
事
基
合
意
軍
事
合
意
幸
喜
お
事
v当
主
喜
善
革
命
韮
喜
吉
撃
事
合
重
量
華
S4合V軍
事
。
v
U
3
1
京
税
若
草
vw
喜
一
在
意
主
要
事
ぢ
亜
菩
事
。
喜
志
寄
臼
苦
君
主
主
主
宰
合
格
言
語
会
主
宰
益
事
撃
事
。
寺
霊
革
命
V

記
長
吾
事
合
意
事
革
命
事

m
F
懇
話
~
翠
f
~
事円相
rA

高
い
所
に
人
家
が
あ
る
こ
と
で
す
。
大

叩

一

一

幸

三

一

一

矧

子

供

に

と

っ

て

は

い

い

所

で

す

ね

阪

か

ら

帰

っ

て

来

て

思

う

の

は

、

子

供

四

三

回

車

問

⑫

が

育

つ

環

境

と

し

て

は

最

高

だ

と

い

う

主

主

計

芸

品

~

こ

と

で

す

。

自

然

の

中

で

の

び

の

び

育

っ
て
欲
し
い
で
す
ね
o

v大
洲
は
、
城
下
街
の
風
情
を
残
し
て

お
り
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

V
主
人
は
、
仕
事
が
変
わ
り
大
変
だ
と

思
う
の
で
す
が
、
一
生
懸
命
や
っ
て
い

ま
す
の
で
、
つ
い
て
行
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
健
康
だ
け
に
は
気
を
付
け
で

欲
し
い
で
す
ね
。

(12) おおず広報lまろひ市民の平
I
品ろ

柳
沢
・
本
郷

野
地
岡
む
つ
子
さ
ん
(
羽
歳
)

ひ

V
鹿
児
島
県
曽
於
郡
大
崎
町
の
出
身
で

す
。
大
隅
半
島
の
中
程
で
、
内
之
浦
の

ロ
ケ
ッ
ト
打
上
場
に
は
一
時
間
位
の
所

で
す
。
V
主
人
(
道
明
さ
ん
)
と
は
、
大
阪
の

職
場
で
知
り
あ
い
昭
和
五
十
年
に
結
婚

し
ま
し
た
。
長
男
が
小
学
校
に
入
学
す

る
の
を
機
に
、
今
年
の
一
二
月
に
大
洲
に

帰
つ
で
き
ま
し
た
。

V
子
供
は
男
ば
か
り
三
人
で
、
長
男
の

竜
太
郎
(
小
二
、
次
男
の
格
之
(
四
歳
)

三
男
の
章
悟
(
二
歳
)
で
す
。

女
の
子
が
欲
し
い
気
も
し
ま
す
。

V
大
洲
の
最
初
の
印
象
は
、
ず
い
ぶ
ん

市民の

大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
九

月
十
八
日
、
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

に
h

ね
い
で
、
第
十
九
回
大
洲
市
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
を
聞
き
ま
し
た
。
会
員
千
人

あ
ま
り
が
参
加
し
、
活
発
な
活
動
を
め

ざ
し
て
の
意
見
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。大
会
で
は
、
老
人
福
祉
功
労
者
や
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
表
彰
の
あ
と
、

近
田
市
長
が
「
分
度
へ
の
挑
戦
し
と
題

し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
続
い

て
全
体
会
に
移
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
、

意
見
発
表
が
あ
り
、
行
政
改
革
に
よ
る

老
人
福
祉
の
見
直
に
対
し
「
各
単
位
ク

ラ
ブ
一
丸
と
な
り
老
後
の
生
活
の
確
立

と
、
そ
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
善
処

を
要
請
す
る
」
と
の
大
会
宣
言
を
採
択

し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
上

の
わ
年
寄
り
に
H

老
人
カ
バ
ン
H

が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
守
光
(
阿

三
人
の
子
供
さ
ん
と

新
刊
図
書
案
内

風
の
足
あ
と
子
束
妙
絹
尼
著

ブ
リ
タ
二
カ
国
際
年
鑑
一
九
八
二

T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ

マ
ッ
カ
l
サ
i

袖
井
林
二
郎
他
編

日
本
へ
の
自
叙
伝
0
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
著

シ
l
ボ
ル
ト
日
本
全
九
巻
雄
松
堂
書
屈

世
界
統
計
年
鑑
国
際
連
合
統
計
局
編

現

代

養

生

訓

杉

靖

三

郎

著

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
笠
井
和
著

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
パ
タ
ー
ン推
鶏

社

原
色
日
本
服
飾
史
井
筒
雅
風
著

超
繁
盛
庄
み
つ
く
り
の
秘
訣波
形
克
彦
著

マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー

I
・パ

i
グ
マ
ン
、
A
・パ
l
ジ
ェ
ス

日
本
語
の
世
界
十
二
冊
中
央
公
論
社

別

れ

る

理

由

小

島

信

失

著

時
代
屋
の
女
房
村
松
友
視
著

貝

紫

幻

想

芝

木

好

子

著

ピ
カ
ド
ン
丸
木
位
呈
・
丸
木
俊
著

秋
の
読
童
百
週
間
叩
/
U
1
1
4
d

(
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
新
聞
展
〉

時

日

/
1
j
U
/
6

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

刊
月
の
日
曜
日
開
館
に
つ
い
て

日
曜
日
に
、
図
書
館
を
利
用
し
た

い
と
い
う
ご
希
望
が
あ
り
ま
す
の
で

試
験
的
に
、
日
月
中
、
毎
日
曜
日
を

開
館
(
月
曜
日
は
休
館
)
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
0

9
時
泊
分
l
m時



おおずlまろひ市民一のt.f ろひ市民の

企いつまでも長生きを

市長、老人施設を慰問

敬老の日を前にした 9月11日、

近田市長は、希望が丘荘、清和園

とみす寮の 3つの施設を訪問しま
した。それぞれの施設で、市長は

お年寄り一人ひとりにお菓子をプ

レゼントし、 としミつまでも長生き

しでくださしh とねぎ、らいの言葉

をかけました。

4・訴を
~時・庁

戸戸入a.
U{⑦主j

hv非
行

HOU
を
目
指
し
て

手
作
り
の
看
板
を
設
置

1
南
久
米

1

九
月
二
十
日
、
青
少
年
の
非
行
H

O

H

会
目
指
し
て
南
久
米
地
区
P
T
Aな
ど
は
、

南
久
米
小
学
校
前
に
、
子
作
り
の
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
九
月
一
干
日
、
小
雨
の

降
る
中
、
南
久
米
小
学
校
六
年
生
の
考
え
た
標
語
を
書
い
た
子
作
り
の
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
。

(13) 

hv
期
間
中
、

H

ご
く
ろ
う
さ
ん
U

肱
川
の
主
役
ょ
っ
4

の
労
を
ね
ぎ
ら
う

九
月
二
十
一
日
、
夏
の
肱
川
の
主
役
ご
フ
ヤ
の
労
を
ね
ぎ
ら
お
う
と
、
緑

地
公
園
河
原
に
お
い
て
「
う
の
感
謝
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
百
十
二
日
の
期
間

中
、
三
万
人
近
い
乗
船
客
を
楽
し
ま
せ
た
十
五
羽
の

r
J
に
好
物
の
小
ア

ジ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

vカヌー女子
国体で準決勝に進出
9月12日から15日まで島根県で聞かれた第
37回国民体育大会夏季大会のカヌーに大iJ'I'l市
カヌー協会より 7名の選手が出場し、 少年

女子カヤツクシングル(古森ひろ子さん)

成年女子カヤツクシングル(河野浩子さん)

が準決勝まで進出しました。また、成年女子

のワイルドウォータ で芳我ひとみさんが15

イ立になりました。

， 

最
低
賃
金

叩
月
1
日
よ
り

一
日
二
、
九
一
七
円
に

雲
媛
県
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内

で
働
く
す
べ
て
の
人
に
適
用
さ
れ
る

「
一
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を
改
定
し
、

十
月
一
日
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
改
定
に
よ
り
、
十
月
一
日
以

降
は
、
従
業
員
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

は
、
二
千
九
百
十
七
円
(
一
時
間
三

百
六
十
五
円
)
以
上
と
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
産

業
別
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
る
事

業
で
あ
っ
て
も
、
現
存
の
産
業
別
最

低
賃
金
の
方
が
低
く
な
る
場
合
に
は

こ
の
愛
媛
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
労
働
基
準
局

賃
金
課
(
宮
0
8
9
9
⑫
2
1
0
1
)

ま
た
は
回
妻
可
り
の
労
働
基
準
監
督
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

安
全
の
た
め

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う

9月末までの
大洲市内の交通事故

現9月末在 昨年
同期

件数 88 136 

負傷者 113 170 

死者 2 2 



実

施

日

該

当

者

日
月
2
日
(
火
)
昭
和
町
年
7
月
生
※

日
月
9
日
(
火
)
昭
和
町
年
4
月
生
※

日
月
日
日
(
木
)
昭
和
田
年
4
月
生

日
月
日
日
(
火
)
昭
和
田
年
日
月
生
※

日
月
初
日
(
火
)
昭
和
弘
年
目
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
加
分
i
H
時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

が
ん
検
診
車
に
よ
る
胃
の
集
団
検
診

を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
と
場
所

日
月
9
日
(
火
)
上
須
戒
連
絡
所

日
月
日
日
(
水
)
八
多
喜

}
 

』
川
崎
ムl
 
(
 

乳
幼
児

おおず

健

広報せLコわ知せLコしおせレコお知

量今
回;;.-胃

の
集
団
検
診

日
月
日
日
(
木
)
三
善
連
絡
所

日
月
ロ
日
(
金
)
大
洲
市
民
会
館

日
月
日
日
(
土
)
保
健
セ
ン
タ
ー

日
月
日
日
プ
火
)
新
谷
連
絡
所

日
月
口
日
(
水
)
ク

日
月
日
日
(
木
)
保
健
セ
ン
タ
ー

日
月
四
日
(
金
)

受
付
時
間

8
時
1
日
時
叩
分

対
象
者
満
お
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

次
の
人
は
除
き
ま
す
。

-
妊
娠
し
て
い
る
の
が
明
ら
か
な
人
0

・
胃
の
切
除
手
術
を
受
け
て
い
る
人
。

検
診
料
九
百
円

婦
人
の
集
団
検
診

(
子
宮
、
乳
が
ん
検
診
な
ど
)

実
施
日
と
場
所

日
月
日
日
(
月
)
三
善
連
絡
所

日
月
日
日
(
火
)
平
野

日
月
刀
日
(
水
)
南
久
米
連
絡
所

日
月
四
日
(
木
)
菅
団
連
絡
所

日
月
日
日
(
金
)
大
洲
市
民
会
館

日
月
但
日
(
水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

日
月
お
日
(
木
)

検
診
内
容
(
)
内
は
検
診
料

子
宮
が
ん
検
診
(
七
百
円
)
お
歳
以
上

乳
が
ん
検
診
(
二
百
円
)

貧
血
検
査
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定

(
無
料
)
日
歳
以
上

受
付
時
間
日
時
i
H
時

日
月
3
日一

日
月
7
日
一
一
大
洲
中
央
病
院

日
月
比
日
「
宮
④
4
5
5
1

1
月
紅
白
一

日
月
お
日
市
立
大
洲
病
院

告
④
2
1
5
1

大
洲
中
央
病
院

宮
④
4
5
5
1

日
月
出
日

ま
ご
こ
ろ
の

ぷ!コ

丸J
金

一

封

田

処

石

川

清

美

金

一

封

平

野

町

今

井

要

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
収
益
金
)
松
山
市
チ
ャ
リ

テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

大
洲
小
学
校
川
周
年
記
念

目
で
見
る
教
育
の
あ
ゆ
み
H

頒
布

百
十
年
に
わ
た
る
大
洲
小
学
校
の
校

史
を
写
真
百
八
十
枚
を
使
い
編
集
し
た

介
目
で
見
る
教
育
の
あ
ゆ
み
H

を
頒
布

い
た
し
ま
す
。
先
人
が
け
ん
め
い
に
生

き
、
郷
土
や
学
校
の
発
展
を
築
い
て
き

た
歴
史
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

頒
布
価
格
五
百
円
(
十
一
月
発
刊
)

申
込
先
大
洲
市
大
洲
七
二
番
地

大
洲
小
学
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会

告
④
2
5
3
2

相談ごと案内
いずれも無料ですので、

車圭にご利用ください。

砂交通事故相談

とき 11月8日

11月22日

ところ 市民会館 1階

惨人権相談

と き 11月22日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 11月 1日

11月10日

11月25日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

ル家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

とき 11 月 20 日 10時~15時

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談しで

くださしミofi④3794(玉木)

惨社会保険相談

とき 11 月 24 日 10時~16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

惨不動産相談

とき 11 月 15 日 9 時~16時

ところ 宅地建物取引業協会大

州、!支部(常磐町側フヂエダ内)

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ

大洲隣保館(東大洲霊登④6100)

大洲福祉会館(新谷まま⑤0947)

相談内容住民福祉に関し、生

活上の悩み、人権、交通事故

その他行政的悩み、苦情など。

お気

10時~15日寺

ク

13時~16日寺

お
く
り
も
の

金
一
封

才由

木

幸斤

武
雄

p

節
水
メ
モ

凧
山
〈
炊
事
〉

"宅

e

流
し
っ
ぱ
な
し
で
の
炊
事
は
、
水

の
ム
ダ
使
い
で
す
。
洗
う
も
の
に
よ

っ
て
は
、
ボ
ー
ル
な
ど
に
水
を
く
ん

で
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
大
切

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

4-4519 

4-3792 

6-0265 

4-4577 

4-3086 

4-0020 

休日の漏水修理(ヲo~1Loo)
月日 i当番業者| 合

同 3日|土居鉄工所

四 7日|中野管工事工業

四回!西国水道底

凹 21日|湘南予水道住設

問 23日|浜田ポンプ屈

11月28日|星加鉄工所

f愛

「

C--=ロ

過
日
の
夏
季
大
学
で
の
金
田
一
先
生

の
言
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
日

本
人
は
四
季
の
変
化
を
見
な
が
ら
生
活

し
て
い
ま
す
。
最
近
、
世
の
時
間
の
流

れ
が
早
過
ぎ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま

す
。
雑
事
を
忘
れ
、
自
然
の
動
き
に
心

を
向
け
て
み
る
時
間
も
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
本
来
の
日
本
人

の
姿
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
(
や
)
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